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自転車の歩道通行について 

自転車（幼児用座席を設けた自転車＝チャイルドシート付自転車）に子どもを乗せてい

たら、歩道が通行できるという規定はありません。 

 

これらの例外規定でも歩道の車道に近い部分を徐行しなければなりません。  

徐行とは単にゆっくりという速度ではなく、何かあっても直ちに安全に停止できる速度

（時速８～１０キロ程度）です。 

警視庁 HP から抜粋 
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歩道走行時のルール 

歩行者優先：歩道はあくまで歩行者のための場所であり、自転車は歩行者を優先しなけ

ればなりません。 

徐  行：すぐに止まれるようなゆっくりした速度で走行します。 

一時停止：歩行者の通行を妨げるときは、一時停止します。 

車道寄りを通行：歩行者がいない場合でも、歩道の中央から車道寄りの部分を通行しま

す。 

歩行者が多い場合は降車：歩行者が多い場合は、自転車を押して歩くことも必要で

す。 
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基本的な考え方 

自転車は道路交通法で「軽車両」に分類され、原則は車道を左側通行するのがル

ールです。歩道を通行するのはあくまで例外であり、歩行者の安全確保が最優先

されることを常に意識して、ルールとマナーを守って運転することが重要です。  

 

【参考】 

自転車の歩道走行に関する対応についての検討 

富坂警察署交通課によりますと、「普通自転車の歩道通行標識等」は、順次撤去しているとのことで

した。 

ちなみに 白山通り水道橋付近の標識を確認したところ、都立工芸高校前に２０２２年ころ設置され

ていた当該標識は撤去されています。 

 

現在は、右の写真のように          ➡ 

「自転車は原則車道の左側」という案内表示板が設置さ

れていました。 

 

今後の対応として、順次このような案内板が設置されれば、自転車走行のマナーが向上すると考えら

れます。 

半面、交通事故防止のため、止むを得ず歩道通行することがあり得るので、慎重な対応を求められる

のではないでしょうか。 


